
1.図画工作，中学校美術科の内容の繋がりや相互理解のために（松井一雄）

本Part２は，中学校美術科の成果を上げるため

の提言として，小学校図画工作科との一貫教育に焦

点を当てた内容です。本誌で紹介する神奈川県横浜

市の取り組みは画期的であり，皆様の指針になるこ

とを期待します。

これまでも『まなびと＋vol.３』で，東京都品川

区及び北区の取り組みを一部紹介しました。国も一

貫教育を進める検討に入っている状況を考えると，

一貫教育の推進はこれからの教育の最重要課題です。

特に品川区では，小中学校の９年間を小学校４年

までの４年間，５・６年と中学校１年の３年間，さ

らに中学校２・３年の２年間と，児童・生徒の発達

の段階に応じて指導の内容を３つの段階にまとめる

先駆的な取り組みを進めています。

私が品川区で取り組んだ時，９年間の入口である

小学校の低学年と出口である中学校３年は，各校種

の専門性・独自性に委ね，一貫教育の焦点は小学校

５・６年と中学校１年にあると考えました。

『まなびと＋vol.５』 は中学校美術科に焦点を当てた内容であり，vol.１とvol.３の続編でもあります。Part１では創造活動
の喜びに焦点を当て，本Part２では図画工作科との繋がりに重点を置きました。併せてお読みください。

小学校３・４年までは，描く，つくるなどの活動

をすること自体に楽しさや喜びを見出しますが，年

齢を重ねるにつれて，自分の思いを形に表現しよう

とする意識が芽生えてきます。理想や心情など抽象

的な思考に興味をもつようになってきた表れです。

また，客観的にものを見る目が育ち，写実的な表

現や技法などに興味をもつようになってきます。児

童・生徒一人一人に発達の段階の違いはありますが，

小学校５・６年から中学校１年あたりに，こうした

成長(変化)があると考えています。さらに，中学校

の高学年になると，計画的に取り組み，完成の達成

感を味わうことに楽しみを見出すようになります。

学習指導要領の目標では，小学校図画工作科に「つ

くりだす喜び」，中学校美術科に「表現活動の喜び」

と言う文言があります。児童・生徒の発達の段階の

違いを理解すれば，同じ「喜び」でも，内容や質は

大きく変わってくることがわかると思います。

児童・生徒の発達の段階を考えれば，一貫教育の

推進は必然であり，そのためには，異校種の指導に

ついて違いを認め，肯定的な相互理解が必要である

と痛感しています。小学校図画工作科，中学校美術

科は，授業の中で「喜び」を味わい，その感動体験

を通して，心＝情操を養うことが出来る重要な教科

の一つであることをご理解いただきたく存じます。
※この３年間は，小学校図画工作科と中学校美術科の特色を
　工夫して題材に取り入れる。
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3.横浜市における「カリキュラムによる小中一貫」（大泉義一）

それでは，実際にそのことを実践している取り組

みを紹介したいと思います。横浜市は，平成20年2

月に『横浜版学習指導要領・総則・総則解説』，翌

21年3月には『同・教科等編』を策定し，その『指

導資料』を作成しました。そしてその中で『図画工

作科・美術科編』が作成されています1。その指導

資料においては，市内小・中学校の教科カリキュラ

ムの基本形となるベース・カリキュラムが編成され

ており，これを基に教育現場でカリキュラムを編成

していくことになっています。横浜市では，地区ブ

ロックごとに施設分離型の小中一貫教育を推進して

おり，「カリキュラムによる小中一貫」が目指され

ているのです。

図画工作科，美術科のベース・カリキュラムは，

次の３つから構成されています。

Ａ：９年間の題材配列（図１）

Ｂ：各学年の年間題材配列（図２）

Ｃ：年間指導計画（題材カード）（図３・４）

Ａは，小学校１年から中学校３年までの年間題材

配列を一つの表にまとめたものです。どの時期に，

どの学年の子どもたちがどのような学習活動を題材

を通して展開しているかが見え，９年間を俯瞰する

ことができ，９年間の連続した指導をイメージする

ことができるようになっています。

Ｂは，題材における学習活動の内容が簡単に示さ

れているもので，Ａと合わせて見ることで学習内容

のバランスを確認することができるようになってい

ます。

Ｃは，Ａ，Ｂに示されている題材の詳細な内容が，

Ａ４サイズ１枚の小・中学校共通のフォーマットに

まとめられています。

図１～４をご覧ください。図１は「Ａ：９年間の

題材配列」です。小学校１年から中学校３年までの

年間の題材配列が一度に見通せるようになっていま

ことがしばしばあったと聞きます。そうした〈差異〉

は，お互いの教育実践に対する理念の相違によるも

のというよりも，小学生と中学生という発達の段階

の相違，小学校と中学校に求められる社会的要請の

相違に端を発していることが多いようです。そして

そこから「小中一貫に対するディレンマ」とも言え

る困難さが生じていることも事実です。

小中一貫の目指すところは，〈いま〉の子どもの

たちの健全な成長であることは言うまでもありませ

ん。ですから，その理念と方法が教育実践として具

現化されるためには，小・中学校双方の教師が，目

の前の子どもたちの成長・発達の“ストーリー”を

互いに共有していくことが必要なのではないでしょ

うか。

つまり，〈一貫〉が生き生きと実現されるためには，

小学校教師と中学校教師の〈相互理解〉が重要であ

ると考えられるのです。

2.学校種間の〈相互理解〉から〈一貫〉へ（大泉義一）

昨今，小・中学校において一貫したカリキュラムを

編成していくことは，小学校図画工作科，中学校美術

科に限らず，学校教育課程全体において重視されて

いる教育課題でもあります。文部科学大臣が，公立

学校に小中一貫校を設置できる制度の検討に入って

いることを明かしたことは記憶に新しいですし，中央

教育審議会の初等中等教育分科会に，小中一貫教育

特別部会が設置されたことからも，小中一貫教育が，

これからの学校教育のあり方を展望する上で，非常に

関心の高い命題であることがわかります。

すでに先駆的な小中一貫教育を行っている公立学

校の実践としては，前項でも取りあげられた品川区

の取り組みが挙げられます。この取り組みは平成

14年度以来，実践の積み重ねにより，全国の学校

教育現場に有効な実践的知見を提供しています。

そしてその実践においては，中学校という学校文

化と小学校という学校文化の〈差異〉が顕在化する



４月 ５月

小
１

学習主題 Ａ（2）絵＋Ｂ（1） Ａ（2）絵＋Ｂ（1）

題材名 すきなものた～くさん
ねんどのおみせやさん

かみとなかよし
せかいに一つのおしゃれなマイバッグ

小
２

学習主題 Ａ（2）絵＋Ｂ（1） Ａ（2）立

題材名 すてきなじかん 土からたんじょう！
ゆめのどうぶつ

小
３

学習主題 Ａ（2）絵

題材名 絵の具ロケットで
白いうちゅうの大ぼうけん

小
４

学習主題 Ａ（2）絵 Ａ（1）

題材名 チャレンジ！
モダンテクニック

校庭は大きなキャンパス

小
５

学習主題 Ａ（2）絵

題材名 春を感じて…

小
６

学習主題 Ａ（2）絵＋Ｂ（1）

題材名 みんなも芸術家

中
１

学習主題 Ｂ（1）

題材名 一枚の絵をリレーして

中
２

学習主題 Ｂ（1）

題材名 美術探偵２
（現代美術のメッセージ）

中
３

学習主題 Ａ（1）（3）立 Ａ（2）（3）立

題材名 探れインナースペース
（砂と石との空間を探る）

遊ぶ　こころの形

▲ 図１　９年間の題材配列（Ａ：抜粋）

す。図２は「Ｂ：各学年の年間題材配列」です。こ

こではさらに具体的な題材内容を知ることができる

ようになっています。図３，図４はそれぞれ，小学

校図画工作科，中学校美術科の題材における学習指

導を示した「Ｃ：年間指導計画（題材カード）」で

す。各題材の学習指導が，小中学校で共有されるべ

き〈指導原理〉によって示されています。その〈指

導原理〉とは「しっかり

教え，しっかり引き出す

指導」というもので，そ

の内容は次のように示さ

れています。「しっかり

教える内容」とは，材

料・用具・安全などにか

かわる知識・技能，表現

及び鑑賞の方法などにか

かわる知識・技能であ

り，「しっかり引き出す

内容」とは，国が示して

いる「関心・意欲・態度」

「発想・構想の能力」「創造的な技能」「鑑賞の能力」

であるとしています。さらに指導方法としては，「出

あいの工夫」，「場の設定の工夫」，「共感的支援の工

夫」，「小中一貫の視点」が示されています。これら

の指導内容と指導方法を，小・中学校の教師達が共

有して指導にあたっているのです。

以上のように横浜市では，カリキュラム・レベル

での学習活動の見通しを小・中学校で共有するとと

もに，共通のフォーマットを通して具体的な題材を

構想することにより，小・中学校互いの〈共通点〉

と〈差異〉を確認し合うことができるようになって

います。そしてそこから，中学校美術科における学

習指導を見通した小学校図画工作科の学習指導が，

同時に小学校図画工作科での学習指導をふまえた中

学校美術科の学習指導が生み出されていくのです。

横浜市が取り組んでいる「カリキュラムによる小

中一貫」，「指導原理の共有による一貫」は，極めて

現場的な視点によるものであり，「２」で指摘した「小

中一貫に対するディレンマ」を克服し，まさに〈相

互理解〉から〈一貫〉を実現する取り組みなのです。

註
１ 　 詳しくは，横浜市教育委員会編『横浜版学習指導要領・
指導資料・図画工作科，美術科編』2010年（ぎょうせい）
を参照してください。

中学校　第３学年 ４月 ５月
題材名
題材番号
領域・事項

探れインナースペース
①

Ａ（1）（3）立

遊ぶ　こころの形
②

Ａ（2）（3）立
時数 ３Ｈ ８Ｈ

学
習
の
主
題

主題などを基に豊かに発想・構想し，独
創的・総合的な見方や考え方を生かし，
創意工夫して美しく描くなどする。
 【Ａ表現（1）＋（3）平】
主題などを基に豊かに発想・構想し，独
創的・総合的な見方や考え方を生かし，
創意工夫して美しくつくる。
 【Ａ表現（1）＋（3）立】

石と白砂を組み合わせて美し
い庭をつくり，自分なりの見
立てを行いながら空間のイ
メージをつくる。

社会的視点に立って，豊かに発想・構想
し，独創的・総合的な見方や考え方を生
かし，創意工夫して美しく平面に表す。
 【Ａ表現（2）＋（3）平】

社会的視点に立って，豊かに発想・構想
し，独創的・総合的な見方や考え方を生
かし，創意工夫して美しく立体に表す。
 【Ａ表現（2）＋（3）立】

江戸玩具などを参考に，遊ぶ
場面を想像し，動きを工夫し
たり，色や素材の効果などに
ついて考えながら楽しく遊べ
るおもちゃをデザインする。

▲ 図２　各学年の年間題材配列（Ｂ：抜粋）
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1946年生まれ。品川区立中学校で荏原第二中学校長在任中，校区
の小学校図画工作科と美術科の一貫教育に３年間取り組んだ。2006
年から東京都教職員研修センターが推進する東京教師道場芸術（図画
工作・美術）組に教授として参加し，2013年３月に退職する。

松井一雄
［前東京都教職員研修センター　東京教師道場　芸術
（図画工作・美術）組教授　matuithi@west.cts.ne.jp］

「造形遊び」って何？―最も根源的な表現

上の２枚の写真は、材料を基にした造形遊びの活動です。左は低学

年で、机の上を中心に簡単にできる表現を工夫しています。右は高学

年で、水の中での様々な面白さ、美しさを見付ける活動です。子ども

たちは発達の段階に応じ、自由に発想し、楽しく活動を進めています。

特に、低学年における造形遊びは、今後の造形活動の基礎になりま

す。学習指導要領では、Ａ表現⑴に造形遊びという言葉が明記され、

具体的な活動として「並べたり、つないだり、積んだりするなど体全

体を働かせてつくること」と示されています。造形遊びが求めている

ことは、子どもが自分の感性に従い、材料に出合い、自分に合った方

法を見付けて思いを表現していくことにあります。特に、表現の結果

としての作品ができることを求めている訳ではありません。例え技術

的な面が不十分でも、自分の思いを表現できる最も根源的な方法なの

で、造形的な創造活動の基礎づくりに大きな意義があると思います。

日文教育資料［図画工作・美術］

〔第１学年及び第２学年〕
１　目　標
　⑴ 進んで表したり見たりする態度を育てるとともに，つく
りだす喜びを味わうようにする。

　⑵ 造形活動を楽しみ，豊かな発想をするなどして，体全
体の感覚や技能などを働かせるようにする。

　⑶ 身の回りの作品などから，面白さや楽しさを感じ取るよ
うにする。

２　内　容
　Ａ　表　現
　　⑴ 材料を基に造形遊びをする活動を通して，次の事

項を指導する。
　　　ア　 身近な自然物や人工の材料の形や色などを

基に思い付いてつくること。
　　　イ　 感覚や気持ちを生かしながら楽しくつくること。
　　　ウ　 並べたり，つないだり，積んだりするなど体全体

を働かせてつくること。
　　⑵ 感じたことや想像したことを絵や立体，工作に表す

活動を通して，次の事項を指導する。
　　　ア　 感じたことや想像したことから，表したいことを

見付けて表すこと。
　　　イ　 好きな色を選んだり，いろいろな形をつくって楽

しんだりしながら表すこと。
　　　ウ　 身近な材料や扱いやすい用具を手を働かせ

て使うとともに，表し方を考えて表すこと。
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豊かな情操を
養うことをめざして！
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1968年生まれ。博士（教育学）。東京都公立中学校，東京学芸大学

附属竹早小学校，北海道教育大学旭川校准教授を経て現職。教科教育
学，授業研究，デザイン教育研究が専門。学校内外を越境する造形ワー
クショップ実践『アートツール・キャラバン』を展開している。

大泉義一
［横浜国立大学教育人間科学部准教授
研究室HP：http://www7b.biglobe.ne.jp/~oizumi-labo/］

『教科を越えた一般的な美術』には，善悪を越え

た感性を包括する面があると思っています。こちら

は大人になってから体験すればよいと考えます。

私の中では将来，生涯学習として『教科を越えた

一般的な美術』に発展させるためには，感動体験の

『心』と道徳的視点でいう『心』とは，中学校美術

科であっても別物でありたいと考えています。学習

指導要領や学校と言う枠の中でも『教科を越えた一

般的な美術』を指導していくことで，生涯学習の視

点が開けてくると考えています。

4.教科を越えた一般的な美術へ（松井一雄）

▲ 図３　年間指導計画（題材カード）（Ｃ：小学校図画工作） ▲ 図４　年間指導計画（題材カード）（Ｃ：中学校美術）


